
【減免対象となる世帯の基本料金相当額】
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新川口

　6月市議会定例会は、まん延防止の措置区域に川口市が指定され
ている中で開かれました。
　日本共産党市議団は、ワクチン接種を希望する人に迅速に対応で
きるよう、集団接種の在り方だけでなくかかりつけ医などでの個別接

種の拡大をすること、さらにワクチン接種後においても感染拡大を防
止するために、無症状の市民へのPCR検査の拡大や福祉施設等での
定期的・頻回の検査実施などを求めました。

　6月市議会において低所得の子育て世帯に対する水道料金の減免
を一般会計から繰り入れる予算措置の議案が可決されました。
　約8000世帯の基本料金が対象となり、10月分から来年9月分とい
う時限措置です。（減免対象世帯には通知がされます）
　これまで日本共産党川口市議会議員団は市議会の一般質問で水
道料金大幅値上げの仕組みを明らかにするとともに、事業運営につい
ての住民合意の必要性を訴え、一貫して低所得世帯への減免制度創
設について提案し、市長への申し入れもおこなってきました。

党市議団は値上げの仕組みを明らかにして、
国への意見書提出の力に

　日本共産党川口市議団は今年1月からの平均25.01％もの水道料
金値上げについて、その審議会での過程から住民合意が果たされて
いないと指摘して料金値上げに反対しました。また、値上げの原因が

道理ある提案と議会論戦
そして市民の声が力に

川口市の水道料金の減免スタート
10月分から低所得の子育て世帯へ

ご連絡・ご相談・ご要望をお寄せ下さい
松 本 さ ち え ☎255-5977
井 上 か お る ☎285-4959

金子ゆきひろ ☎229-4703
矢 野 ゆ き 子 ☎250-6388

板 橋 ひ ろ み ☎298-0703

日本共産党川口市議会議員団
川口市前川2-28-10　☎267-8411 FAX261-3528　メールアドレス：info@kawaguchi-jcp.jp
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日本共産党川口市議会議員団 http://www.kawaguchi-jcp.jp

市民のいのち・くらし・
しごとを守る市政へ全力

コロナ
危機の中

水道口径 1カ月当たりの減免額 年間減免額 構成割合

13㎜ 1,111円 13,332円 約29%

20㎜ 1,815円 21,780円 約69%

25㎜ 2,343円 28,116円 約2%

①水道事業が地方公営企業法により独立採算制となっていること、②
水道法により、将来の資産維持費を現在の料金に上乗せしたこと、を
明らかにして国の政治のありかたに起因していることを示しました。
昨年9月市議会では、国が水道事業にきちんと国庫補助を投入すべき
との立場から党市議団が意見書の原案を作成し「水道施設の更新及
び耐震化に対する国からの財政支援の拡充を求める意見書」が全会
派一致で国に提出する上での力となりました。

十分な説明のもと、議論し、選択して、
責任を持つ、住民が主人公の川口市に

　住民への説明とともに、主権者である市民が水道事業のありかたに
ついて広く議論し、選択して、責任を持つ、こうした過程抜きの大幅値
上げでは住民が主人公の市政とは言えません。水道料金値上げに反
対する署名に多くの市民が応じていることがその証です。

さらに広く市民が対象となる
恒久的な減免制度に

　今回の減免制度は大切な一歩ですが、市県民税非課税で22歳以
下の子を扶養している世帯に限定されていることが特徴です。少なく
とも、さいたま市のように恒久的な制度にして、子育て世帯に限らず、
生活保護世帯も対象にすることも求められます。



新型コロナウイルス感染拡大の現状から
市民を守る施策を

問 ワクチン接種について、予約電話の回線を増設するなど、相談体
制の強化を。

答 これまで予約電話がつながりにくい状況から、回線を10本に増設
し、5月30日からは日曜日も対応できるよう体制を整えた。

無症状者に対する社会的検査を引き続き行うこと
問 無料のＰＣＲ検査については、今後も大勢の方が受けられるよう、

引き続いての検査を行うこと。
答 実施結果や感染状況、ワクチン接種状況を踏まえ、事業の継続性に
ついて検討する。

コロナ禍での納税猶予の周知を
問 徴収猶予の特例制度が終わったが、市内事業者や市民に対して市

民税の猶予申請の周知と柔軟な対応を。
答 現状は通常の徴収猶予や換価の猶予等の制度を適用する事となっ
ている。周知を図ると
共に、納税困難な相談
があった場合には、さ
らに1年間の猶予など
対応している。

　公設民営保育所の指定期間満了に伴い、今後「5年間」
の新たな指定管理者を決める3つの議案が審議された。指
定管理者は5年ごとに選定されるもとで、保育の継続性へ
の影響や保育の質の確保のため保育士の勤続年数、経験
年数、正規保育士の配置など市として把握して判断する必
要があると求めた。

　個人番号カード交付事業費1245万8千円は、マイナン
バーカードの申請・交付の増に対応するための新たな管理
予約システムの導入に係る経費。個人番号は重大な個人情
報であることから、漏洩のリスクが危惧されており、セキュ
リティの対策やヒューマンエラーの無いように万全を期す
よう対策を求めた。
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り
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　6月市議会の一般質問は、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、質問の人数を
各会派半分に減らし、会派で１人の質問予定の場合は質問時間を約半分の20分程度として行
われました。日本共産党からは矢野ゆき子議員がみなさんから寄せられた声を届けました。

個人情報の漏洩をしないよう対策を

広く小規模事業者への支援を

保育の専門性・継続性の確保を
総務常任委員会 福祉保健常任委員会

建設消防常任委員会環境経済文教常任委員会

松本 板橋

矢野井上

金子

水道料金減免の拡充を

東京五輪・パラリンピック関連行事等開催の中止を
問 人が集まる聖火リレーは、新型コロナ感染防止のためにも中止す

ること。
答 緊急事態宣言の発令等により、聖火リレーの実施方法が変更となる
場合もある。埼玉県聖火リレー実行委員会の判断及び組織委員会
の動向を注視する。（その後、6月29日公道リレーの中止を発表）。

住民参加のまちづくりを
問 川口市は再開発・都市計画が進む中、民間の計画ありきで住民の

顔が見えないのは問題。住民参加のまちづくりをどう考えるか。
答 地域のニーズを適切に市政に反映させるには、住民参加が極めて重
要である。説明会の実施など、関係部局と住民参加のまちづくりを推
進していく。

要支援者への個別支援計画策定の推進を
問 災害対策基本法の改正により、災害時手助けが必要な高齢者や障

害者などの避難計画が市町村の努力義務となった。対象者に対し
どのように推進して行くのか。

答 避難行動要支援者名簿の更新時に町会・自治会長に個別計画の作
成は依頼しているが、今後は本人・家族・地域住民に加え、ケアマ
ネージャーの参画も調整を図っていく。

　商品券発行支援事業に係わって、コロナ禍により事業者
は大打撃を受けながらも、川口市の経済を支えており、商
品券以外にも小規模事業者の経営安定化や事業活性化を
進めていくよう求めた。また、教育費の神根運動場等の測
量等委託料では、測量期間中、神根運動場等の利用が停止
となると想定されるため、利用団体や地域住民への丁寧な
説明を行うよう求めた。

　自動運転バスの運行実験に約1,500万円の補正予算が
計上されたが、現状での安全性や費用の点でも市民の理
解は得られず、要望でもないことから反対した。
　水道事業で低所得の子育て世帯に対する基本料金を減
免、10月から2022年3月までの半年分約7,700万円を一般
会計から繰り入れる。更なる減免対象の拡大や期間の延長
を求めた。
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分担と自動運転バスの走行ルートの検討や今後の取り組み内容の整
理を行うとしています。
　また、今回の補正予算の他にも、990万円の当初予算で、グリーンセ
ンターで行うパーソナルモビリティ走行実験を予定しています。

住民要求ではない事業
　そもそも、２年前から川口市が始めた事業は、高齢化社会での公共
交通の運転手不足解消のために、実証実験を行うとしていました。と
ころが、今年度は両施設の相互の連携や利用促進が期待できるとして、
民間企業を使って、民間の営業促進を目的とすることにすり替わってい
ます。もちろん住民要求でもありません。

安全性や費用の点も市民の理解は得られない
　日本共産党市議団は多額の市費を
投じての自動運転バスの運行実験を
行うことについて、当初から現状での
安全性や費用の点でも市民の理解を
得られるものではないと主張してきま
した。この新型コロナ禍で、経済状況
や市民生活がひっ迫する中、行うべき
は医療体制の整備や福祉の充実です。
党市議団は市が事業を行うという理由
にはならないとし、反対しました。

公設公営保育所・認可保育所等の整備こそ市の責任で

市 民 の 声 を 聴 け

未来技術社会実装事業とは？
　内閣府の「近未来技術等社会実装事業」いわゆるスマートシティ構
想の一環として、本市では昨年まで自動運転バスの実証実験を行いま
した。国が2分の１を支出し、市は合計8千万円以上も支出しています。
昨年までの実証運行の結果も自動運転バスの完全自動率は64％に留
まり、技術的にもまだまだ実用には程遠い状況です。

市単独事業として継続
　今年度は事業の課題を整理するために、市の単独事業として委託し
ます。
　内容はネッツトヨタ東埼玉と連携協定を締結し、グリーンセンターと
イオンモール川口を結ぶ、笹根川遊歩道の活用を想定し、官民の役割

保育の受け皿確保
　家庭的保育事業（小規模保育事業等）は、主に０～２歳の保育が必
要な子どもたちが対象になる事業です。そのため3才からの卒園後の
受け皿を確保することが課題となっています。

「安全管理に万全を期すこと」との付帯決議
　本来０～２歳児を保育する定員19人以下の小規模保育事業等の施
設は、卒園後の受け皿となる連携施設を確保することが制度上必要で
す。しかし、「国家戦略特別区域小規模保育事業の施設」は０歳から２
歳だけでなく３歳～５歳も預かることができる規制緩和がされました。
　国家戦略特別区域法の一部見直しにおいて同施設については「安
全管理に万全を期すこと」との付帯決議が附されています。限られた空
間の中で異なる年齢の子どもが集団で保育を受けることへの危惧も示
されています。

住民要求のない自動運転バスは必要か～市費を投じての運行実験に反対～

保育の安全・安心はどこに？

異 議
あ り

昨年度までの自
動運転バスの実
証実験

国の規制緩和に川口市が同調
　市は連携保育施設の確保が著しく困難であると市長が認めた場合
に、「国家戦略特別区域小規模保育事業の施設」を連携保育施設に
加えるとした基準の見直しを行いました。現在、同施設の実施自治体
は堺市と西ノ宮市のみで、川口市の近隣にも同事業の施設は存在して
いません。この施設が進まないことが、同事業への危惧として反映され
ています。

市の責任で安心して過ごせる保育所の整備を
　児童福祉法の下で、すべての市町村が保
育の必要性の認定を受けた子どもが保育
所等に入れるよう利用調整することに責任
を負っています。川口市として「一定水準の
質」を確保する公設公営保育所や認可保
育所などを整備することが第一です。

走行が検討される笹根川遊歩道



6月市議会の主な議案
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2021国民平和大行進の2021国民平和大行進の
スタンディングに参加スタンディングに参加

川口メーデースタンディング川口メーデースタンディング
に村岡県議と共に参加に村岡県議と共に参加

みんな
いきいき

知っ得情報知っ得情報 お困りごとは日本共産党市議団まで　☎048-267-8411

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
感 染 症 ワ ク チ ン 接 種

●大規模病院での接種は予約システムを利用しての受付です。 
川口市立医療センター、済生会川口総合病院、埼玉協同病院、
川口工業総合病院、かわぐち心臓呼吸器病院

●集団接種会場（旧そごう川口店）での接種は
　電話（050-3160-9567）または予約システムを利用しての受付です。
●市内公民館（火～日曜、祝日9：00～17：00）や
　市役所第一本庁舎２階（平日9：00～17：00）で、市職員が予約サポートを行っています

川 口 市 新 型 コ ロ ナ ウ イル ス
感 染 症 に 関 す る 相 談 電 話 ☎050-3614-4454　受付時間：午前8時30分～午後5時15分　※日曜日を除く

埼 玉 県 新 型 コ ロ ナ ウ イル ス
感 染 症 県 民サポートセンター ☎0570-783-770　受付時間：24時間

無 料 法 律 相 談
奇数月の第2火曜日。午後6時30分より。詳細は日本共産党市議団まで。
日本共産党埼玉南部地区委員会　☎048-267-8411

障害者団体の障害者団体の
みなさんと懇談みなさんと懇談

埼玉県教育委員会から埼玉県教育委員会から
いじめ問題の対応について聞き取りいじめ問題の対応について聞き取り

●令和3年度一般会計補正予算（2号）…………… 9億9516万1千円
●令和3年度一般会計補正予算（3号）……………15億171万9千円
●国民健康保険事業特別会計補正予算……………………360万円
●水道事業会計補正予算………………………………95万円の減額
●家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
●特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
　基準を定める条例の一部改正
●工事請負契約の締結について（新庁舎立体駐車場建築工事、青木会館建設工事）
●財産の取得について（救助工作車（Ⅲ型）、水槽付き消防ポンプ自動車（I-B型）、
　水槽付き消防ポンプ自動車（I-A型）、高等学校GIGAスクール用端末）
●専決処分の承認について（令和2年度川口市一般会計補正予算）
●公の施設の指定管理者の指定について（上青木保育所・並木東保育園・西保育園）

議員提案の
議案・意見書

　日本共産党市議団が議会運営委員会
に提案した「後期高齢者医療制度におけ
る医療費窓口負担増の撤回を求める意
見書」「新型コロナウイルス感染症の対
策を講じるよう求める意見書」「日本政
府に核兵器禁止条約の署名・批准を求め
る意見書」「別居・離婚後の親子の面会
交流についての法整備等を求める意見
書」は全会一致に至りませんでした。

予約システム
QRコード


